
1．線量率効果がみられる範囲

Storer et al. (1979) は、マウス実験において、「高線量率(400 - 450 mGy/min)の放射線照射による寿命短縮率は100 
days/Gyであり、中間線量率(83 mGy/day)では50 days/Gyとなり、結果としてDREF値は2になる」と報告している。

Sacher et al. (1976) は、マウスを用いた研究結果から、以下のように述べている。「線量率が200 mGy/day 以上の場合
は、寿命短縮は線量の二乗に比例する。線量率がそれ以下では、線量率に関係なく、Gyあたりの寿命短縮率は同じで、
単に総被ばく線量に比例する。」

2．逆線量率効果

高LET放射線での発がん影響でみられる。
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